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◦対象　※所得制限があります。

・母子家庭（父に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下（18歳に達した
日の属する年度の末日まで。以下同じ）の児童を養育する母および児童

・父子家庭（母に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下の児童を養育す
る父および児童

・父母のいない18歳以下の児童
◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。
◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、戸籍謄本（写しでも可）、転入者の場合は所得証明書

◦対象
中学３年生（満15歳に達した最初の３月31日）まで
※小学生以上の障害者医療・母子家庭等医療を受けている方を除く

◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。

◦申請に必要なもの
保険証（加入手続き中のときは証明書）、印鑑

　子ども医療費助成

　母子家庭等医療費助成

医療費の助成制度

◦対象
後期高齢者医療に加入している方で以下に該当する方
・障害者医療の受給資格者
・一人暮らしの方（市町村民税非課税または免除されている方）など

◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。

◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、それぞれの手帳など

　後期高齢者福祉医療費助成

※
８
月
１
日
か
ら
印
刷
は
赤
色

見 

本

見 

本

　田原市では、市民の皆さんが医療機関にかかるときの費用の負担を軽く
して、安心して医療サービスを受けていただけるよう、さまざまな助成制
度を設けています。詳しくはお問い合わせください。

◉保険年金課　医療係 　　☎23‐3514
国保年金係 ☎23‐2149

見 
本
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医療費の助成制度

◦対象
・１～３級の身体障害者手帳所持者（腎臓機能障害は４級、進行性筋萎縮症は

４～６級の方）
・Ａ・Ｂ判定の療育手帳所持者
・自閉症状群と診断されている方
◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。
◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、それぞれの手帳（自閉症状群については、自閉症の診療経験が
ある医師の発行する診断書）

◦対象
①精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちでない方で、次のいずれかに
　該当する方
・精神障害と診断され、自立支援医療（精神通院）を受けている方
・精神障害と診断され、入院している方（措置入院の方は除く）
②精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちの方
◦内容
①医療保険における精神障害治療に必要な通院医療費の自己負担額全額と　

入院医療費の自己負担額の半額を助成します。
②医療保険における自己負担額の全額を助成します。
◦申請に必要なもの
①【通院】 保険証、印鑑、自立支援医療受給者証  ※受給者証は通院のみ発行します。
　【入院】 保険証、印鑑、診断書、入院時の領収書・通帳など振込先のわかるもの
②精神障害者保健福祉手帳、保険証、印鑑、領収書、通帳など振込先のわかるもの

◦対象
国民健康保険に加入している70歳以上の方
※70歳の誕生日の翌月（１日生まれの方は誕生月）からが対象となります。
◦内容
医療を受けたとき、自己負担額が以下のとおりとなります。

【昭和19年4月1日以前生まれの方】１割（現役並みに所得がある方は３割）
【昭和19年4月2日以降生まれの方】２割（現役並みに所得がある方は３割）
◦発行について
該当の方へ70歳の誕生日の月末に郵送します。（１日生まれの方は前月末）

◉国民健康保険高齢受給者証をお持ちの方には、７月28日（金）までに新しい
受給者証を郵送します。

◉有効期限が平成29年７月31日の母子家庭等医療費受給者証・後期高齢者福
祉医療費受給者証をお持ちの方で更新申請がお済みでない方は、更新手続
きが必要です。対象になると思われる方で、通知が届かない場合はお問い合
わせください。

　 　 　 ▼保険年金課☎23‐3514

　国民健康保険　高齢者医療費給付

　障害者医療費助成

　精神障害者医療費助成

医療費受給者証の更新をお忘れなく

※
８
月
１
日
か
ら
用
紙
は

　

薄
だ
い
だ
い
色

田原市では、平成26年4月から精神障
害者保健福祉手帳1・2級所持者の医
療保険における全疾患の自己負担額
全額を助成しています。

見 

本

見 
本

見 

本
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歳入予算額 収入済額 歳出予算額 支出済額

99.7％（収入率） 168.8億円（予算現額）

80.1％

106.9％

53.2％

105.1％

136.5％

0.0％

3.7％

96.0％

96.5％

27.3億円

24.5億円

22.2億円

18.5億円

13.6億円

12.8億円

8.9億円

7.2億円

10.2億円

歳入予算
314億75万円

収入済額
283億3,156万円
（90.2％）

その他
（財産収入や諸収入など）

使用料及び手数料
（市営住宅家賃など）

市債
（新たな市の借金）

繰入金
（貯金の取り崩し）

繰越金
（去年余ったお金）

県支出金
（子ども医療費の補助金など）

地方譲与税等
（地方消費税などがもとになった国からの交付金)

地方交付税
（所得税や法人税などがもとになった国からの交付金）

国庫支出金
（道路や公園を作るための補助金など）

市税
（市民税・固定資産税など）

87.2％（執行率） 84.8億円（予算現額）

70.7％

70.3％

74.3％

99.8％

78.6％

70.1％

71.0％

63.4％

95.6％

53.5％

43.1億円

36.7億円

34.4億円

30.1億円

27.1億円

24.2億円

18.5億円

12.1億円

2.2億円

0.7億円

歳出予算
314億75万円

支出済額
247億4,403万円
（78.8％）

議会費
（議会の運営費など）

その他
（労働費や災害復旧費など）

商工費
（商業や観光の振興、企業誘致など）

消防費
（消防活動や救急活動など）

農林水産業費
（農業、畜産業、水産業の振興など）

衛生費
（予防接種やごみ処理など）

公債費
（借金の返済）

教育費
（小中学校運営や生涯学習など）

総務費
（コミュニティ支援や国際交流など）

土木費
（道路や公園の整備など）

民生費
（高齢者や障害者支援、保育園の運営など）

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を、上半期と下半期に分けて、年２回公表しています。今回は平成29
年3月31日現在の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は表示単位を四捨五入しているため、合
計額などが合わない場合があります。▶財政課☎27-8601

■市債（借入金）の残高 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など 349 万 9,632㎡

建物 市役所・学校など 39 万 9,442㎡

基金 財政調整基金など 174 億 3,976 万円

出資による権利 （公財）崋山会など ４億 4,905 万円

一般会計
185億2,863万円

特別会計
104億299万円

教育債
23億1,425万円

土木債 25億6,637万円

その他（総務債・衛生債・民生債など）
7億3,294万円

公共下水道事業特別会計
74億9,998万円

農業集落排水事業特別会計
29億301万円

総額●289億3,162万円
臨時財政対策債
75億8,079万円

減収補てん債
21億円8,050万円減税補てん債 6億9,121万円

消防債 10億2,037万円
公営住宅債 9億9,871万円

農林水産業債 4億4,349万円

歳出
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歳入予算額 収入済額 歳出予算額 支出済額

99.7％（収入率） 168.8億円（予算現額）

80.1％

106.9％

53.2％

105.1％

136.5％

0.0％

3.7％

96.0％

96.5％

27.3億円

24.5億円

22.2億円

18.5億円

13.6億円

12.8億円

8.9億円

7.2億円

10.2億円

歳入予算
314億75万円

収入済額
283億3,156万円
（90.2％）

その他
（財産収入や諸収入など）

使用料及び手数料
（市営住宅家賃など）

市債
（新たな市の借金）

繰入金
（貯金の取り崩し）

繰越金
（去年余ったお金）

県支出金
（子ども医療費の補助金など）

地方譲与税等
（地方消費税などがもとになった国からの交付金)

地方交付税
（所得税や法人税などがもとになった国からの交付金）

国庫支出金
（道路や公園を作るための補助金など）

市税
（市民税・固定資産税など）

87.2％（執行率） 84.8億円（予算現額）

70.7％

70.3％

74.3％

99.8％

78.6％

70.1％

71.0％

63.4％

95.6％

53.5％

43.1億円

36.7億円

34.4億円

30.1億円

27.1億円

24.2億円

18.5億円

12.1億円

2.2億円

0.7億円

歳出予算
314億75万円

支出済額
247億4,403万円
（78.8％）

議会費
（議会の運営費など）

その他
（労働費や災害復旧費など）

商工費
（商業や観光の振興、企業誘致など）

消防費
（消防活動や救急活動など）

農林水産業費
（農業、畜産業、水産業の振興など）

衛生費
（予防接種やごみ処理など）

公債費
（借金の返済）

教育費
（小中学校運営や生涯学習など）

総務費
（コミュニティ支援や国際交流など）

土木費
（道路や公園の整備など）

民生費
（高齢者や障害者支援、保育園の運営など）

市の家計簿を公表します
■一般会計　予算額　314億75万円

平成28年度
下 半 期

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険特別会計 92 億　 693 万円 83 億 6,029 万円 90.8％ 85 億　 539 万円 92.4％
公共下水道事業特別会計 17 億 2,535 万円 9 億 4,951 万円 55.0％ 13 億 4,872 万円 78.2％
農業集落排水事業特別会計 8 億 6,385 万円 5 億 7,774 万円 66.9％ 6 億 6,811 万円 77.3％
田原福祉専門学校特別会計 １億 3,396 万円 9,093 万円 67.9％ 1 億 1,898 万円 88.8％
介護保険特別会計 48 億　 294 万円 46 億 1,564 万円 96.1％ 39 億 1,886 万円 81.6％
後期高齢者医療特別会計 7 億 4,104 万円 6 億 7,536 万円 91.1％ 6 億 4,391 万円 86.9％

計 174 億 7,407 万円 152 億 6,946 万円 87.4％ 152 億　 396 万円 87.0％

予算区分 収入予算額 収入率 支出予算額 執行率
収益的収支 14 億 6,649 万円 92.3％ 14 億 2,854 万円 91.7％
資本的収支 8,505 万円 52.3％ 6 億　 314 万円 64.9％

■特別会計

■水道事業会計

歳入
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誰
も
が
願
う
、「
安
心
し
て
必
要
な

医
療
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
」。し
か
し
、都
市
部
へ
の
医
師
の

集
中
や
診
療
科
目
の
偏
り
、産
婦
人
科

医
や
小
児
科
の
医
師
不
足
な
ど
は
、全

国
的
な
課
題
で
す
。

　
田
原
市
の
地
域
医
療
体
制
に
つ
い
て

は
、診
療
所
数
の
減
少
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
、赤
羽
根
地
域

で
は
診
療
所
の
相
次
ぐ
閉
院
に
よ
り
、

平
成
27
年
度
か
ら
医
師
が
い
な
い
状
態

（
※
準
無
医
地
区
）と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

市
で
は
、赤
羽
根
地
域
で
の
こ
う
し

た
状
況
を
解
消
す
る
た
め
、医
療
従
事

者
の
確
保
を
は
じ
め
、診
療
所
の
開
設

場
所
、運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討・

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、６
月
23
日（
金
）に
閉
会

し
た
田
原
市
議
会
第
２
回
定
例
会
で
平

成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
と
し

て
診
療
所
関
連
経
費
７
５
２
６
万
円
を

提
出
し
、原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
、平
成
30
年
度
の
開
設
に
向

け
、必
要
な
調
整
や
工
事
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

診
療
所
開
設
の
概
要

▪
開
設
の
目
的

◦
医
師
空
白
地
域
の
解
消

◦
在
宅
医
療
の
充
実

▪
開
設
の
時
期

　
平
成
30
年
４
月
１
日（
予
定
）

▪
開
設
場
所

　
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

▪
設
置・運
営
方
法

　
市
で
施
設
や
機
器
を
整
備
し
、民
間

事
業
者
な
ど
が
運
営（
指
定
管
理
者

制
度
）

▪
開
設
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
予
定
）

▼
健
康
課
☎
23‐３
５
１
５

時　期 実施内容

平成 29年７月～ 医師の確保、設計（診
療所改修）

平成 29年 12月～ 工事（診療所改修）

平成 30年１月～ 開設準備

平成 30年３月～ 医療機器などの搬入

※
準
無
医
地
区
と
は

　
医
療
機
関
の
な
い
地
域
で
、当
該

地
区
の
中
心
的
な
場
所
を
起
点
と
し

て
、お
お
む
ね
半
径
４
km
の
区
域
に

50
人
以
上
が
居
住
し
て
い
る
地
区
で

あ
っ
て
、容
易
に
医
療
機
関
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
無
医
地
区
に

準
じ
る
地
区
と
し
て
県
知
事
が
判
断

し
、厚
生
労
働
大
臣
に
協
議
し
、適
当

と
認
め
ら
れ
た
地
区
を
い
い
ま
す
。

地
域
医
療
体
制
の
充
実
へ

赤
羽
根
地
域
に
診
療
所
を
開
設

分担項目 田原市 指　定
管理者

診療所の設置 ○

医師の確保 ○
医師以外の職員（看護師、
事務員など）の確保 ○

診療所の運営 ○

診療所設置・運営における役割分担

 ●診療所開設予定の赤羽根福祉センター
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※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

田
原
市
で
は
、市
総
合
計
画
に
基

づ
き
、保
育
園
の
統
合
お
よ

び
民
営
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▪
統
合
に
つ
い
て

　

田
原
市
の
子
ど
も
の
数
は
、緩
や
か
な

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。幼
少
期
は
多
く

の
人
と
交
わ
る
こ
と
で
社
会
性
や
協
調
性

が
育
ま
れ
る
大
切
な
時
期
で
す
の
で
、保

育
園（
こ
ど
も
園
）は
適
正
な
保
育
集
団
規

模
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
保
育
園
園

舎
は
建
設
か
ら
40
年
近
く
が
経
過
し
、老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、建
て
替
え
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、３
歳
以
上

児
が
50
人
に
満
た
な
い
小
規
模
園
に
つ
い

て
は
、隣
接
す
る
保
育
園
と
統
合
し
、順
次

施
設
の
建
て
替
え
を
行
う
こ
と
で
課
題
の

解
決
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。な
お
、建
て
替

え
に
際
し
て
は
、施
設
の
充
実
と
と
も
に

長
時
間
保
育
や
受
入
月
齢
の
引
き
下
げ
な

ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
併
せ
て
図

り
ま
す
。

▪
民
営
化
に
つ
い
て

　
民
営
化
は
、民
間
事
業
者（
学
校
法
人
や

社
会
福
祉
法
人
）の
持
つ
機
動
性
や
柔
軟

性
を
生
か
し
た
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
が
期
待
で
き
、市
内
の
未
就
学
児
へ

の
教
育
・
保
育
の
取
り
組
み
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。平
成
26
年
度
に
民
営
化

し
た
漆
田
保
育
園
は
、保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
非
常
に
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

な
お
、民
営
化
し
て
も
、保
育
料
は
公
立
保

育
園
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

▪
北
部
保
育
園
と
山
北
保
育
園
の

統
合
お
よ
び
民
営
化
に
つ
い
て

　
現
在
、保
育
環
境
の
向
上
の
た
め
、北
部

保
育
園
と
山
北
保
育
園
を
統
合
し
、平
成

32
年
４
月
を
目
標
に
、民
間
事
業
者
が
運

営
す
る
認
定
こ
ど
も
園
を
山
北
保
育
園
の

跡
地
に
新
た
に
建
設
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
の
統
合
お
よ
び
民
営
化
は
、田

原
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、よ
り
良
い
保
育

環
境
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
指
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
課
☎
23‐３
５
１
３

過
去
の
統
合
例

伊
良
湖
岬
保
育
園
（
定
員
１
５
０
人
）

平
成
19
年
度
に
堀
切
保
育
園
と
和
地
保

育
園
を
統
合

稲
場
保
育
園
（
定
員
１
８
０
人
）

平
成
27
年
度
に
加
治
保
育
園
と
南
部
保

育
園
を
統
合

保
育
園
の
統
合
・
民
営
化
の
取
り
組
み

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
29
年
度

◦
移
管
法
人
の
募
集

◦
山
北
保
育
園
募
集
停
止

平
成
30
年
度

◦
北
部
保
育
園
で
の
統
合
保
育
開
始

◦
山
北
保
育
園
解
体
撤
去

平
成
31
年
度

◦
新
し
い
園
舎
の
建
設

平
成
32
年
４
月

◦
新
こ
ど
も
園
の
開
園

【参考】漆田保育園アンケート結果
　　　（保育の方法）

満足
57.3％ほぼ満足

20.9％

普通
18.2％

やや不満
2.7％

不満 0.0％
未回答
0.9％

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

▲新こども園の開園予定地となっている山北保育園
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現
在
の
田
原
斎
場
と
渥
美
斎
場

は
、建
築
か
ら
30
年
以
上
経

過
し
、施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
後
高
齢
化
に
よ
る
火
葬
件
数

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、現
施

設
で
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来
た
す

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。こ
う
し
た
状
況

か
ら
、早
期
に
両
斎
場
を
集
約
し
整
備
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、現
在
の
田
原
斎
場
に
施
設

を
集
約
す
る
方
針
を
定
め
、建
設
に
向
け

た
施
設
整
備
の
基
本
方
針
、施
設
計
画
な

ど
に
つ
い
て
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
今
後
、測
量
調
査
、設
計
を
経
て
、造
成
、

建
築
工
事
を
行
い
、平
成
33
年
度
の
施
設

稼
動
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

▼
環
境
政
策
課
☎
23‐７
４
０
１

新
斎
場
施
設
整
備
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

■田原斎場建て替えに伴う、
都市計画変更の原案についての
説明会を開催します

日　　時　７月２７日（木）　午後７時～
場　　所　市役所大会議室（北庁舎１階）
対象区域　田原町衣笠地内（現田原斎場周辺）
変更内容　都市計画に定める区域の変更
　　　　　・現在の区域：田原町衣笠１番地１９
　　　　　 （現田原斎場の所在地）
　　　　　 約０．６ヘクタール
　　　　　・新たに都市計画に定める区域：田原町衣笠
　　　　　 １番地１の一部ほか（現田原斎場の南側）
　　　　　 約１．０ヘクタール
　　　　　 合計約１．６ヘクタール

建
設
計
画
概
要

・
建
設
計
画
面
積
：
約
３
７
０
０
㎡

・
敷
地
計
画
面
積
：
約
１
万
５
８
０
０
㎡

・
計
画
火
葬
件
数
：
８
８
８
件

（
死
亡
者
予
測
数
が
最
大
と
な
る
平
成

52
年
度
火
葬
件
数
）

※
平
成
27
年
度
の
火
葬
件
数
７
３
５
件

・
計
画
火
葬
炉
数
：
人
体
炉
５
基
、
動
物

炉
１
基

　
※
人
体
炉
５
基
で
１
日
８
件
の
火
葬
に

対
応
可
能

・
建
築
計
画
施
設
：
火
葬
炉
室
、
告
別
室

兼
収
骨
室
、
待
合
室
、
待
合
ホ
ー
ル
、

授
乳
室
な
ど

１
０
０
４
９
８
３

▲外観予定図（基本計画）
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たはらエコフェスタ同時開催

第5回きらり☆宝市

▪取り扱うもの
田原市のご家庭から出たもので、ご自身で搬入できるものが対象です。提供していた
だく品数に制限はありませんが、お持ち帰りできる数は１人につき３点程度とします。
①衣類　②おもちゃ　③ホビー用品　④生活雑貨　⑤育児用品　⑥家具
※取り扱いできないもの　食料品、化粧品類、学生服、危険物（刃物・薬品など）、家電品、大型家具（１人で
持ち運びができないもの）、汚れや破損の激しいもの
▪事前持ち込み
イベント当日に不用品の持ち込みが困難な方は、7 月 10 日（月）から事前持ち込みを受け付けます。
市役所執務時間中に廃棄物対策課（南庁舎２階）へお持ちください。
▪その他イベント

たはら
エコフェスタ
たはらエコ・ガーデンシティ構想の普及啓発を図るため、市民活動団体、事業者、行政との協働によ

るエコイベント「たはらエコフェスタ2017」を開催します。ご家族やお友達とお誘い合わせの上、
ぜひお越しください。　　　　　　　　　

テーマ　エコってなあに？　
　　　　～さがしてみたらこんなにあった！～
日　時　７月23日日　10：00～15：00
場　所　田原文化会館一帯
内　容　親子で楽しめる体験型エコ教室、夏休み自由
　　　　研究お助け教室、第５回きらり☆宝市、ミニ
　　　　SL、燃料電池自動車MIRAIの試乗会など

2017

打ち水体験
打ち水とは、道路や庭先などに水
をまくことです。水が蒸発するとき
に熱を奪うことで、周囲の気温を下
げることができます。

このイベントは、たはら健康マイレージの対象です。

きらり☆宝市は、皆さんのご家庭に眠っている“まだ使えるけど使わないもの”を
お譲りいただき、希望する方に無料で提供するリユースイベントです。お譲りでき
る品物を、ぜひ当日会場にお持ちください。　　　　▶廃棄物対策課☎23-3538

▪リユース自転車抽選会
資源化センターに持ち込まれた自
転車を抽選でお譲りします。（大人
用４台、子ども用２台を予定）
※きらり☆宝市へ品物を提供された
方は、抽選券を３枚配布します。

▪使用済み天ぷら油の回収
植物性の廃食用油を廃油せっけん
と交換します。（先着50名）
※廃食用油は、ペットボト
ルなど密封できる容器に入
れてお持ちください。

▪小型家電の回収
使用済み小型家電（携
帯電話・パソコン・デジ
カメなど）をエコバッ
グと交換します。（先着
50名）

1004987

1004153

エコ普及啓発ポスターを募集します
応募資格　市内在住・在勤・在学の方
募集部門　①小学校低学年の部
　　　　　②小学校高学年の部
　　　　　③中学校・高校生・一般の部
募集期間　７月３日（月）～９月11日（月）
画　　材　四つ切画用紙
応募方法　詳細は市HPをご覧いただくか、たはら

エコ・ガーデンシティ地域協議会事務
局へお問い合わせください。

賞◦表彰　部門別に最優秀賞、優秀賞などを選出
　　　　　田原市民まつりで表彰予定
発　　表　広報たはらおよび市HPで発表
　　　　　市内４カ所で作品展を開催

▶たはらエコ・ガーデンシティ地域協議会事務局
　（環境政策課内）☎23-3541

7月23日日　田原文化会館　多目的ホール
品 目 提 供：12：00～15：00（なくなり次第終了）
整理券配布：10：00～
提供品受付：10：00～12：00
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平
成
29
年
度
都
市
景
観
大
賞
の「
景

観
ま
ち
づ
く
り
活
動
・
教
育
部
門
」

で
福
江
中
学
校
の『
美
し
い
ふ
る
さ
と
渥

美
を
愛
す
る
心
を
育
む「
福
中
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」』が
大
賞（
国
土
交
通

大
臣
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、生
徒
た
ち
自

ら
が
地
域
に
出
向
き
、ふ
る
さ
と
を
知
り
、

ふ
る
さ
と
の
た
め
に
動
く
ま
ち
づ
く
り
学

習
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ド
リ
ー
ム

の
会
」を
中
心
に
、景
観
美
化
活
動
の「
福

江
＊
つ
る
し
飾
り
ロ
ー
ド
」へ
の
参
画
や
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、地
域
奉
仕

活
動「
サ
ン
キ
ュ
ー
☆
福
江
」な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
地
域
や
行
政
と
連
携
し
、

景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

６
月
19
日（
月
）に
は
、今
回
の
受
賞
報

告
の
た
め
、生
徒
代
表
と
学
校
関
係
者
が

市
長
と
教
育
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

久
瀬
正
弘
校
長
は
市
長
に
、「
こ
れ
ま
で
も

こ
れ
か
ら
も
生
徒
た
ち
が
地
域
の
多
く
の

方
と
関
わ
り
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
で
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
大
人
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
」と
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課
☎
23‐３
５
３
５

１
０
０
５
０
０
１

「
福
中
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

都
市
景
観
大
賞
を
受
賞

❖親子お楽しみイベント
知っているようで、知らないことの多い「渥美線」や「路
線バス」のことを学んでみませんか？　

対象：市内在住の小学生と保護者
申込：街づくり推進課まで参加者全員の住所、氏名、年齢、
電話番号を電話・ＦＡＸ・メールにて

❖夏休み期間中「豊鉄バス」の小学生運賃が、
どこまで乗っても１乗車50円に！！

この機会にお子さんと一緒にバスに乗って、すてき
な夏休みの思い出づくりに出か
けてみませんか？

上記期間内で「田原市ぐるりんバス」に乗車された
小学生には、プレゼントを進呈（先着順）します。

▶街づくり推進課（田原市地域公共交通会議事務局）　
　☎27‐8603　 22‐3811
　  machi@city.tahara.aichi.jp
▶豊鉄バス㈱　☎（0532）44‐8414

「目指せ！渥美線博士」「目指せ！バス博士」

内容 渥美線の乗り方や整備工
場の見学など

バスとの綱引き、洗車体
験、整備工場の見学など

日時 7月29日（土）
9：30～12：10

8月5日（土）
9：30～12：00

集合・
解散 三河田原駅 田原市役所

場所 豊橋鉄道渥美線
高師車庫

豊橋バス㈱
植田車庫

定員 30名程度 35名程度

申込
期限 7月18日（火）（必着） 7月25日（火）（必着）

夏休みに身近な鉄道・バスを知ろう！乗ろう!	 	 	 	 						 	

実施期間 7月21日（金）～8月31日（木）

乗車方法

乗車時に整理券を取り、降車時に小学生で
あることを運転手に伝え、整理券と一緒に
小学生1人あたり50円を運賃箱に入れて
ください。

対象路線 豊鉄バス全路線　※高速バスを除く

1004156

1004157 1004158

▲市長と教育長に受賞を報告した福江中学校の皆
さん
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企  画  提  案
ボランティア

日　時：10月22日日　午前10時～午後4時（予定）
会　場：田原文化会館周辺

企画提案
【募集内容】
開催目的である「市民相互の融和と市民意識の高揚」のため、田原市民を対象に行う催事、啓発事業、活動
発表など（ブース出展やステージ企画）
【応募資格】
市内在住・在勤の方を含む３名以上の団体
【定員】
40団体程度
【審査】
募集要領に基づき、事業の採択の審査あり
※提案内容について確認・調整を行う場合あり
【申込】
７月28日金までに企画提案書に必要事項を記入の上、商工観光課へ直接・
ＦＡＸ・Ｅメール・郵送にて／締切日必着
※企画提案書は、田原市民まつりＨＰからダウンロードもしくは、商工観光
課、渥美支所、赤羽根市民センターで配布
※詳細は、田原市民まつりＨＰにある企画提案募集要領をご覧ください。

ボランティア
【活動内容】
来客者対応、餅投げお手伝い、会場管理およびイベントの盛り上げなど
【活動時間】
午前９時30分～午後４時30分ごろ（休憩１時間）

【応募資格】
市内在住・在勤・在学の15歳以上の方（グループ申込可／中学生を除く）
【定員】
20名程度
【申込】
９月22日金までに申込用紙に必要事項を記入の上、商工観光課へ直接・ＦＡＸ・Ｅメール・郵送にて／締
切日必着
※申込用紙は、田原市民まつりＨＰ、商工観光課、渥美支所、赤羽根市民センターで配布
【その他】
希望者にボランティア証明書を発行

▲

田原市民まつり推進協議会事務局（商工観光課内）　〒441-3492（住所不要）
　  ☎23-3522 22-3817  syoko@city.tahara.aichi.jp
　 http://tahara-fes.sakura.ne.jp/

1004979

募集

会場を盛り上げる
ステージ企画も
待ってるきゃべ☆
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！
 ブックスタートとは、赤ちゃんに絵本の読み聞かせをし、その後、本をプレゼントする取り
組みです。２００４年から親子の絆を深めるために始まりました。赤ちゃんに絵本の読み聞
かせをすることで、読んでいる人の声やぬくもりが伝わり、赤ちゃんが愛されていると感じ
るため、絆が深まります。この取り組みの良さを知ってもらうため、図書館の方やボラン
ティアの方が4カ月検診が終わったお母さんと赤ちゃんに実施しています。
　ブックスタートは、「本をたくさん読む子になってほしい、本を好きになってほしいという
わけではなく、おもちゃの一つとして、コミュニケーションをとる道具の一つとして本に親
しんでほしい」という思いが込められていると司書の方から教えてもらいました。
　私はこの取り組みの目的が、本を好きになってもらうためだと思っていましたが、絵本
を読む人と見る人をつなぐものだとあ
らためて知ることができました。
 また、ブックスタートを終えたお母さん
が「赤ちゃんが、しっかり話を聞いてくれ
てよかったです。こういう取り組みはす
ごくいいと思いました」と笑顔で話して
くれました。お母さんと赤ちゃんの笑顔
を生み出すブックスタート。幸せあふれ
る田原市であるために、これからも続け
ていってほしいと感じました。

中学生職場体験　私が取材しました！
～ブックスタートでコミュニケーションをとろう！～

かず　み

髙橋 和深くん

２歳
小中山町

泉中学校２年
鵜飼紗奈

（広報秘書課）
☎22‐0138

［投稿者］

渥美半島観光
ボランティアガイド

の会

ふるさと
ボランティアガイド
たはらの風

［投稿者］

　田原市には観光ボランティアガイドの会が２つあります。今回は、私たち２団体の活動を
ご紹介します。

●渥美半島観光ボランティアガイドの会 （商工観光課☎23‐3522）
　私たちは、田原市の自然や歴史、産業など
の魅力を紹介し、温かいおもてなしをすること
を目的に活動しています。会員１２名で、主に
伊良湖周辺で観光ガイドを行っています。
　恋路ヶ浜から伊良湖岬灯台を回り、道の駅伊
良湖クリスタルポルトへ到着するコースでは、
海浜植物やコースに設置されている「いのりの
磯道」などについて解説しています。観光客の
皆さんは、私たちの話を聞きながら、素晴らし
い景勝地を見たり、この地域の魅力を知ったり
と、大変満足していただいている様子です。
　８月と１１月には、ガイドを学ぶ研修会を開催します。田原市の観光資源を解説するポイン
トを学ぶことができますので、興味のある方はぜひ、ご参加ください。

◇観光ガイド研修会
【伊良湖周辺の植物】日時：８月21日（月）午前10時～11時30分　
【鷹の渡り】日時：１０月2日（月）午前9時～10時30分
【集合場所】恋路ヶ浜駐車場 幸せの鐘前
【申し込み】開催日の2週間前までに、住所・氏名・年齢を明記の上、ＦＡＸ・Ｅメールにて
【申し込み先】商工観光課　　22-3817  　syoko@city.tahara.aichi.jp

●ふるさとボランティアガイドたはらの風（渥美半島観光ビューロー☎23-3516）
　私たち会員１３名は、主に田原市街地や蔵
王山展望台で観光ガイドを行っています。
　毎週日曜日の午前中には、三河田原駅で定
点ガイドを実施し、駅からのおすすめコースな
どを案内しています。田原の街並みは歩いて
いるだけで歴史を感じることができますの
で、市民の皆さんもぜひお出かけください。

※詳細は、いずれも渥美半島観光ビューロー
のＨＰをご覧ください。
　 http://www.taharakankou.gr.jp/

心を込めて、声の架け橋32年。

▲広報紙の取材の様子

▲観光客に案内するボランティアガイド

▲観光客に案内するボランティアガイド

松永 颯真くん
そう　ま

１歳
東赤石

安藤 大志くん
たい し

1歳
浦町
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ

　

田
原
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
、

田
原
市
の
東
部
に
位
置
し
、豊
橋
市
杉
山

町
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。「
つ
な
ぐ
手
、人

が
輝
き
、豊
か
な
自
然
、活
力
あ
ふ
れ
る
東

部
校
区
」を
地
域
の
将
来
像
と
し
て
、さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中

か
ら
健
全
な
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た

め
の
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
三
世
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
楽
し
み
な
が
ら
世
代
間
の
交
流
を
図
る

た
め「
三
世
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、５
月
27
日（
土
）に
田
原
東

部
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、

さ
わ
や
か
な
青
空
の
下
、幼
児
か
ら
80
歳

代
ま
で
１
０
０
名
を
超
え
る
方
が
参
加

し
、と
て
も
に
ぎ
や
か
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。世

代
混
合
で

３
～
４
名

が
一
組
に

な
り
、全

16
ホ
ー
ル

を
回
り
、

年
齢
の
差

を
越
え
て

和
気
あ
い
あ
い
と
競
技
す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
大
会
も
行
わ

れ
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

▪
楽
し
い
理
科
ち
ゃ
ん
教
室

　

夏
休
み
期

間
中
の
子
ど

も
た
ち
が
楽

し
く
学
べ
、

か
つ
市
民
館

に
親
し
ん
で

も
ら
う
機
会

を
つ
く
り
た

い
と
い
う
思

い
か
ら
、小
学
校
４
年
生
を
対
象
に「
楽
し

い
理
科
ち
ゃ
ん
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。昨
年
度
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た

水
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。完

成
後
、実
際
に
発
射
さ
せ
る
と
、青
空
に
向

か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
飛
ん
で
い
く
手
作
り

ロ
ケ
ッ
ト
の
様
子
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、夏
休
み
期
間
中
は
、小
学
校
２

年
生
を
対
象
に「
バ
ル
ー
ン
教
室
」、小
学

校
３
年
生
を
対
象
に「
え
い
ご
で
あ
そ
ぼ

う
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
日

が
増
え
ま
し
た
！

　

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、田

原
市
の
市
民
活
動
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い

く
お
手
伝
い
を
す
る
た
め
、平
成
19
年
に

田
原
文
化
会
館
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
か
ら
運
営
体
制
が
変
わ
り
、

「
た
は
ら
市
民
活
動
応
援
隊
」が
セ
ン
タ
ー

を
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。  

　

開
設
日
が
増
え
、運
営
す
る
人
も
多
様

に
な
り
、さ
ら
に
便
利
に
！
皆
さ
ん
に

と
っ
て
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
活
動
や

イ
ベ
ン
ト

を
伝
え
た

い
」「
仲
間

と
イ
ベ
ン

ト
を
や
り

た
い
け
ど
、

資
金
が
な

い
」「
ど
こ

で
ど
ん
な

団
体
が
活

動
し
て
い

る
の
？
」な
ど
、相
談
し
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▪
主
な
業
務　

・
市
民
活
動
に
関
す
る
相
談
対
応

・
市
民
活
動
に
関
す
る
情
報
の
収
集

・
ラ
ッ
ク
や
掲
示
版
、情
報
誌
な
ど
で
の

情
報
の
提
供

・
Ｈ
Ｐ
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、メ
ー
ル
マ
ガ

　
ジ
ン
に
よ
る
情
報
発
信

・
市
民
活
動
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
の

研
修
お
よ
び
講
座
の
開
催

・
市
民
活
動
団
体
へ
の
印
刷
機
の
貸
し
出

し（
登
録
制
／
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
カ
ー
ド

１
枚
３
０
０
円
／
上
限
５
０
０
０
枚
）

▪
開
設
日
時

　
火
曜
日（
午
後
１
時
～
６
時
）・
土
曜
日

（
正
午
～
午
後
５
時
）

▪
問
い
合
わ
せ

　
田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22‐１
１
１
１（
内
線
８
１
２
）

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

田
原
東
部

◦グラウンドゴルフ大会の様子

◦ペットボトルを飛ばす児童たち
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　福江小学校の３年生は、毎年総合的な学習の時間に、飼育し
ているウサギについて学習しています。本校のウサギは、人が
近づくと寄ってきます。歴代の３年生が大切に世話をしてきた
成果です。春には、８羽の子ウサギが産まれ、全部で21羽となり
ました。
　４月、新３年生はウサギの世話がしたくて、放課ごとにウサ
ギ小屋に集まっており、ウサギの数より子どもの数の方が多
いぐらいでした。さすがに、ウサギもストレスを感じてしまい
元気がなくなりました。そこで、ウサギに詳しい亀山小学校の
小笠原教頭先生を招き、世話の仕方を教えていただきました。

「梅雨の前ぐらいの時期には、校庭の草を食べさせるとよい」と
知った子どもたちは、ウサギを大事に抱きながら校庭に移動
し、えさを食べさせ、ウサギと仲良く過ごすことができました。
　今後はウサギについて調べ、分かったことを紙芝居にした
り、保育園の子たちを招いて、ウサギとのふれあい会をしたり
する予定です。

　伊良湖・堀切・和地の３小学校統合から、今年で３年目
になります。伊良湖岬小学校では、和地小学校の時代か
ら続いている裏山の環境整備作業を、春と秋の年２回
行っています。
　5月10日（水）、ＰＴＡ役員と伊良湖・堀切・一色・土田
の保護者も参加し、前半は裏山を中心に、草刈りと遊歩
道の落ち葉かきを行いました。
　前半の作業が終わったら、コーヒー牛乳で休憩です。
涼しい風に吹かれながら飲む冷たくて甘いコーヒー牛
乳の味は格別で、疲れた体を癒やしてくれます。
　後半は、各学年で決まっている「実のなる木」の世話で
す。ミカン・梅・スモモ・柿・夏ミカンの木の下草を取り、
肥料を与えました。
　小さい梅の実ができているのを見つけた子どもたち
は、今年も収穫を楽しみにしているようでした。
　裏山は、学習の場、体力作りの場、季節を感じる場とし
て、これからも伊良湖岬小学校の子どもたちの身近な場
所であり続けます。◦実のなる木の世話をする児童

「ウサギワールド」
ウサギと仲良し3年生 福江小学校

「春の環境整備作業」
裏山は、子どもたちの学び舎 伊良湖岬小

学校

◦ウサギの世話をする児童

◦ウサギの世話について話す小笠原先生

◦作業が終わって休憩中
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　伝統の田原凧まつりが開催されました。
27日（土）、トヨタ自動車㈱厚生センターで
行われた初凧祈願祭では、子どもの健やか
な成長を願い、87枚の祝い凧が青空を彩り
ました。２８日（日）には、はなのき広場周辺で
けんか凧合戦が行われ、熱戦が繰り広げら
れました。

　交流スポーツ大会が渥美運動公園屋内競技場で開催
され、市内20のコミュニティ協議会から約470名が参
加しました。この大会は、協議会ごとに男女混合で編成
されたチームによる対抗戦で、玉入れなどの競技が行
われました。参加者は競技を通じて、心地よい汗を流し
ながら一体感を高めることができました。

【写真左から】
◎ファンタジスタＳＣ
小川美

み さ き

咲さん（福江小６年）
◎田原ＴＴＣ
渡邉　彩

あ や

さん（衣笠小２年）

▪全農杯平成29年度全日本卓球選
手権大会（兵庫県神戸市［7／28～30］）

▪第34回全日本小学生ソフトテニス
選手権大会（滋賀県長浜市［7／27～30］）

【写真左から】
◎田原市スポーツ少年団ソフトテニス部
彦坂健

け ん た

太くん、森下優
ゆ う き

輝くん（ともに神
戸小６年）

家族の願いを乗せて
大空を舞う

5/27
［土］

交流通じて高めよう
地域の団結

6/10
［土］

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▲会場内は和やかな雰囲気でした（主催：田原市地域コミュニティ連合会）
【玉入れ】優勝：亀山、準優勝：高松、３位：大草、衣笠
【フライングディスクゴルフ】優勝：童浦、準優勝：大草、３位：亀山、福江

▲祝い凧には、子どもを思う家族の願いが込められています（初凧祈願祭）
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　消防団災害対応訓練が田原市消防署で開催され、
消防団員約１００名が参加しました。この訓練は、災
害時に備え、資機材の取り扱いや、災害活動現場で必
要となる知識を習得するために毎年行っています。
団員は、土のうの作製や、資機材の安全で確実な使い
方などについて消防署員から説明を受けました。

　抒情詩「椰
や し
子の実」の一節「名も知ら

ぬ遠き島より流れ寄る椰子の実一つ」の
再現を願って始まった「ヤシの実投流」。
この取り組みに参加するため、5月末に
市民の皆さんと一緒に石垣島を訪問し
ました。
　旧渥美町で始めたこの取り組みも今
年で30回目となり、これまでに4個が黒
潮に乗って1,600km先の渥美半島まで
流れつきました。伊良湖に滞在した柳田
國男が島崎藤村に語ったことで生まれ

た冒頭の一節に想いをはせながら、恋
路ヶ浜への漂着を願って投げ入れまし
た。　
　また、３０回の節目を記念して、中山石
垣市長とヤシを植樹し、両市の交流を祝
いました。黒潮でつながるこの交流を末
永く大切にしていきたいですね。

　歯の健康フェスティバルが田原文化会館
で開催されました。このイベントは、むし歯
や歯周病などの予防を目的に開催されてい
ます。会場では、歯科健診と乳幼児のフッ化
物塗布や歯科なんでも相談など、さまざま
な催しが行われました。来場者は楽しみな
がら歯の健康を考えることができました。

地域の安全
守るために6/7

［水］

黒潮に夢をのせて30回！

▲資機材の適切な取り扱いは災害時の迅速な行動につながります

みんなで考えよう
歯の健康

6/4
［日］

▲「むしバスターズ」の皆さんが演じた劇でむし歯予防を楽しく学びました
（主催：田原市歯科医師会）
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お
し
ら
せ

募
集

「
東
海
地
域
の
６
次
産
業
化

推
進
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」受
講
生 
１
０
０
４
９
６
７

対
象
：
６
次
産
業
に
興
味
が
あ
る

農
業
者
や
農
業
分
野
へ
新
規
参
入

を
検
討
し
て
い
る
企
業
の
方
で
高

等
学
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
有

先
端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
に
て

▼
豊
橋
技
術
科
学
大
学　
先
端
農

業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）44‐１
０
１
６

（
０
５
３
２
）81‐５
１
０
８

 http://w
w

w
.recab.tut.

ac.jp/き
て
！
み
て
！
た
べ
り
ん
！

恋
活
in
渥
美
半
島

参
加
女
性

１
０
０
４
９
６
９

対
象
：
20
歳
代
の
女
性　

日
時
：

７
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分　

場
所
：
サ

ン
テ
パ
ル
ク

た
は
ら　
内

容
：
田
原
の

農
業
男
子
た

ち
が
、
ウ
イ

ン
ナ
ー
作
り

体
験
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
お
も
て
な
し　

定

員
：
20
名
（
先
着
順
）
参
加
料
：

１
０
０
０
円　
申
込
：
７
月
14
日

（
金
）ま
で
に
電
話
に
て

▼
田
原
農
業
改
良
普
及
課

☎
22‐０
３
８
１

し
、
ｅイ
ー

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講
可

能
な
方　

期
間
：
９
月
～
12
月

（
約
４
カ
月
）　
場
所
：
豊
橋
技
術

科
学
大
学　
内
容
：
6
次
産
業
を

設
計
し
、
そ
の
実
施
に
向
け
た
意

思
決
定
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
人

材
の
育
成
。
修
了
後
は
、
国
家
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
検
定
「
6
次

産
業
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
レ
ベ

ル
３
に
申
請
可
能　
定
員
：
15
名

（
先
着
順
）　
参
加
料
：
３
万
円　

申
込
：
８
月
４
日
（
金
）
ま
で
に

イ
ベ
ン
ト

豊
橋・田
原　
産
直・農
業

体
験
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

１
０
０
４
９
７
０

期
日
：
７
月
８
日
（
土
）
～
９
月

24
日
（
日
）　
場
所
：
あ
ぐ
り
パ
ー

ク
食
彩
村
、
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は

ら
、
Ｊ
Ａ
豊
橋
・
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な

み
の
販
売
店
な
ど　

内
容
：
ス
タ

ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽

選
で
地
元

な
ら
で
は
の

賞
品
が
当

た
る　

賞

品
：
田
原

産
田
原
牛
、

豊
橋
産
新

米
コ
シ
ヒ
カ

リ
、
ペ
ア
食
事
券
な
ど　

応
募
方

法
：
９
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
3

つ
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
応
募
用
紙

を
郵
送
に
て　
応
募
用
紙
：
豊
橋
・

田
原
市
役
所
の
ほ
か
、
各
ラ
リ
ー

ス
ポ
ッ
ト
で
配
布

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議

事
務
局（
豊
橋
市
農
業
企
画
課
内
）

（
〒
４
４
０‐８
５
０
１　
住
所
不
要
）

☎（
０
５
３
２
）51‐２
４
６
４

※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

◉サーファーコノハけいぶ登場
　県警のシンボルマスコットである「コノハけ
いぶ」の田原署版

「サーファーコノハ
けいぶ」が完成し、
各種イベントで活
躍中です。
★水の事故にご注意ください
・遊泳の際は、よく準備体操をしてからゆっくり

水に入りましょう。
・飲酒後の遊泳は、絶対にやめましょう。
・遊泳禁止区域では絶対に泳がないようにしま
しょう。

・天候には十分注意しましょう。
▪侵入盗対策のため、警察官が巡回連絡
訪問時、住民の方へ協力を求め防犯診断
を実施しています。ご協力お願いします。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成29年の累計

5月

●人身13件（75件）
●負傷19人（101人）
●死亡0人（0人）
●物損130件（606件）

●侵入盗6件（21件）
●乗物盗1件（4件）
●非侵入盗13件（46件）

●火災1件（11件）
●救急199件（949件）
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伊
良
湖　
夏
の
イ
ベ
ン
ト

「
伊
良
湖
謎
解
き
倶
楽
部

～
迷
子
の
か
い
く
ん
を
救

出
せ
よ
！
～
」

１
０
０
４
９
９
６

日
時
：
８
月
５
日
（
土
）
午
後
４

時
～
（
雨
天
中
止
）　
場
所
：
伊

良
湖
港
緑
地
公
園　
内
容
：
伊
良

湖
岬
周
辺
を
歩
き
な
が
ら
謎
を
解

き
、
迷
子
の
か
い
く
ん
の
居
場
所

を
探
す
１
時
間
程
度
の
コ
ー
ス　

持
ち
物
：
懐
中
電
灯
、
虫
除
け
な

な
の
は
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
体
験
イ
ベ
ン
ト１

０
０
２
７
１
８

日
時
：
８
月
29
日
（
火
）
午
後
１

時
～
４
時　
場
所
：
田
原
市
総
合

体
育
館　

教
室
名
／
会
場
／
時

間
：
表
の
と
お
り　
持
ち
物
：
飲

み
物
、
タ
オ
ル
（
運
動
の
で
き
る

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

▼
な
の
は
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
田
原
文
化
会
館
内
）

☎
22‐６
０
６
３

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

ど
（
歩
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
）　

参
加
料
：
無
料　

申
込
：
７
月
24
日
（
月
）
ま
で
に

商
工
観
光
課
、
市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て　
そ

の
他
：
中
学

生
以
下
は
保

護
者
同
伴

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

講
座

山
の
ま
ち
設
楽
体
験
ツ
ア
ー

「
水
の
恵
み
」を
体
験
し
よ
う

１
０
０
４
１
２
４

内
容
：
設
楽
ダ
ム
講
座
、
五
平
餅

づ
く
り
体
験
、
魚
の
つ
か
み
取
り

な
ど（
天
候
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

あ
り
）　
対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
方（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）　
日
時
：
８
月
19

日
（
土
）
午
前
８
時
～
午
後
５
時

集
合
場
所
：
市
役
所
北
玄
関
前　

行
き
先
：
設
楽
ダ
ム
建
設
予
定

地
、
豊
邦
交
流
セ
ン
タ
ー
ほ
か　

定
員
：
30
名（
抽
選
）　

参
加
料
：

無
料
（
た
だ
し
体
験
イ
ベ
ン
ト
・

昼
食
に
か
か
る
実
費
は
現
地
で
支

払
い
【
高
校
生
以
上
】
１
０
０
０

円
【
中
学
生
以
下
】
５
０
０
円
）

申
込
：
７
月
28
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
）

そ
の
他
：
参
加
者
が

10
名
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止

▼
企
画
課

☎
23‐３
５
０
７

23‐０
６
６
９

イベント名（市町村）
場　所 期　日 問い合わせ

炎の祭典（豊橋市）
豊橋球場（豊橋公園内） 9/9土 炎の祭典実行委員会

☎（0532）53-7211

豊川手筒まつり（豊川市）
豊川市野球場 8/26土 豊川手筒まつり実行委員会

☎（0533）86-4101

新城納涼花火大会（新城市）
桜淵公園 8/13日 新城市観光協会

☎（0536）32-0022

蒲郡まつり（蒲郡市）
蒲郡駅前、竹島埠頭周辺

7/29土
　30日

蒲郡まつり実行委員会
☎（0533）66-1120

海水浴場（蒲郡市）
西浦パームビーチなど

7/1土～
8/31木

蒲郡市観光商工課
☎（0533）66-1120

星空おんがく祭２０１７（東栄町）
東栄町野球場 10/8日 星空おんがく祭実行委員会事務局

☎（0536）76-0502

東三河の観光イベントをご紹介します。（東三河８市町村の広報紙共同企画）

▶愛知県東三河広域観光協議会
　☎（0532）54‐1484　 http://www.honokuni.or.jp/

イベント情報

教室名 会　場 時　間

バドミントン・卓球 アリーナ 13：00～16：00

子連れヨガ
第１武道場

13：00～13：50

美容・健康ストレッチ 14：00～14：50

かんたんエアロ
第２武道場

13：30～14：30

スポーツ吹き矢・空手 14：40～15：40

ゲートボール はなのき広場 13：00～16：00

すごう法律事務所

SUGO  LAW  OFFICE
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生
活

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど

の
発
生
防
止
に
ご
協
力
を

１
０
０
４
１
３
８

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
農
地
へ
の

堆
肥
散
布
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　
畑
に
堆
肥
を
散
布
す
る
と
、
近

隣
の
住
宅
や
観
光
施
設
な
ど
か

ら
、
悪
臭
や
ハ
エ
な
ど
に
関
す
る

苦
情
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
28
年
は
悪
臭
苦
情
が
約
30
件

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
堆
肥
を
散
布
す
る
際
に
は
次
の

点
に
注
意
し
、
生
活
環
境
の
保
全

と
水
質
汚
濁
な
ど
の
防
止
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

◦
十
分
発
酵
さ
せ
た
悪
臭
を
伴
わ

な
い
完
熟
堆
肥
を
使
用
し
ま
し

ょ
う
。

◦
散
布
後
、
雨
天
に
よ
り
鋤
き

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

http://w
w

w
.tchs.ac.jp/

放
送
大
学

（
平
成
29
年
10
月
入
学
）

内
容
：
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
約
３
０
０

の
幅
広
い
分
野
を
学
べ
る
通
信
制

大
学　

出
願
期
間
：【
第
１
回
】

８
月
31
日
（
木
）
ま
で
【
第
２
回
】

９
月
20
日
（
水
）
ま
で　

資
料
請

求
：
電
話
ま
た
は
放
送
大
学
Ｈ
Ｐ

（http://w
w

w
.ouj.ac.jp

）で
受

付▼
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
２
）８
３
１‐１
７
７
１

講
座 

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時
：
７
月
11
日（
火
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　
場
所
：
崋
山

会
館　
内
容
：
渡
辺
崋
山
の
義
倉

４　
講
師
：
崋
山
・
史
学
研
究
会 

石
川
洋
一
氏　
受
講
料
：
無
料　

申
込
：
当
日
、
会
場
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

田
原
福
祉
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

１
０
０
４
０
５
７

対
象
：
健
康
と
介
護
・
福
祉
に
つ

い
て
関
心
の
あ
る
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方　
開
講
日
：
８
月

中
の
10
日
間
（
平
日
）　

場
所
：

田
原
福
祉
専
門
学
校　
内
容：「
こ

れ
か
ら
の
健
康
と
介
護
」
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
座

定
員：30
名
（
先
着
順
）
受
講
料：

無
料
（
別
途
、
参
加
す
る
講
座
に

よ
っ
て
約
５
０
０
円
必
要
）　

申

込
：
７
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
田

原
福
祉
専
門
学
校
に
あ
る
申
込
書

（
市
お
よ
び
田
原
福
祉
専
門
学
校

Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て　
そ
の
他
：
た
は
ら

込
み
で
き
な
い
こ
と
が
な
い
よ

う
、天
候
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地

に
散
布
す
る
場
合
は
、
生
活
環

境
に
十
分
配
慮
し
、
悪
臭
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
ハ
エ
な
ど
の
害

虫
、
粉
じ
ん
、
汚
水
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な

る
、
過
剰
な
堆
肥
投
入
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

７
月
11
日
火
～
20
日
木

１
０
０
３
０
７
５

　
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
次

の
運
動
の
重
点
に
よ
り
展
開
し
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

▪
運
動
の
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
（
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事

故
防
止
を
含
む
）

・
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座

席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し

よ
う

・
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
を
な
く
そ
う

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民

運
動 

８
月
１
日
火
～
10
日
木

１
０
０
３
０
７
８

　
夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民

運
動
を
次
の
運
動
の
重
点
に
よ
り

展
開
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

▪
運
動
の
重
点

・
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の

防
止

・
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止
・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
自
動
車
盗
の
防
止

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０
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平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
決
定
し
ま
す

　
７
月
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」お
よ
び「
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
入
通
知

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

▪
保
険
料
の
計
算
方
法

　
保
険
料
額
は
、
お
一
人
ず
つ
均

等
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
均
等
割

額
と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て

い
た
だ
く
所
得
割
額
の
合
計
額
で

す
。
な
お
、
一
人
あ
た
り
の
上
限

額
は
57
万
円
で
す
。

▪
保
険
料
の
軽
減

　
４
月
１
日
現
在
の
世
帯
状
況
に

お
い
て
、
世
帯
主
と
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
の

合
計
に
応
じ
て
、
均
等
割
額
・
所

得
割
額
の
軽
減
が
判
定
さ
れ
ま

す
。

い
（
途
中
で
特
別
徴
収
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。）

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐３
５
１
４

23‐０
１
８
０

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
を
更
新
し
ま
す

　
現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
保

険
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で

す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
し
て
い

た
だ
く
保
険
証
を
、
７
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
簡
易
書
留
郵
便

で
お
送
り
し
ま
す
。（
簡
易
書
留

郵
便
は
、
受
け
取
る
際
に
押
印
ま

た
は
署
名
が
必
要
で
す
。
配
達
時

に
不
在
の
場
合
、
郵
便
受
に
案
内

が
入
り
ま
す
の
で
、
郵
便
局
支
店

へ
再
配
達
の
依
頼
を
し
て
い
た
だ

く
か
、
直
接
受
け
取
り
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。）

▪
住
民
登
録
地
と
異
な
る
場
所
へ
保

険
証
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

　
あ
ら
か
じ
め
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
印
鑑
と
身
分
証
明
書

を
ご
持
参
の
上
、
保
険
年
金
課
ま

た
は
渥
美
支
所
・
赤
羽
根
市
民
セ

ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
代

理
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

代
理
の
方
の
印
鑑
と
身
分
証
明
な

ど
が
必
要
で
す
。）

▪
平
成
29
年
度
か
ら
保
険
料
の
軽

減
率
が
変
わ
り
ま
す

▪
所
得
割
の
軽
減
率
が
変
わ
る
方

被
保
険
者
本
人
の
所
得
金
額

か
ら
33
万
円
を
引
い
た
金
額
が

58
万
円
以
下
の
方
は
所
得
割
額

の
２
割
を
軽
減
（
以
前
は
５
割

を
軽
減
）

▪
均
等
割
の
軽
減
率
が
変
わ
る
方

75
歳
に
な
る
前
日
に
、
ご
家
族

の
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
で
被

扶
養
者
だ
っ
た
方
は
均
等
割
額

の
７
割
を
軽
減
（
以
前
は
９
割

を
軽
減
）

▪
保
険
料
の
支
払
方
法

　
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
（
特
別

徴
収
）
や
口
座
振
替
ま
た
は
納
付

書
（
普
通
徴
収
）
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
場
合
は
、

市
役
所
で
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
保
険
料
の
納
期

▪
特
別
徴
収

４
月・６
月・８
月・10
月・12
月・

翌
年
２
月
の
年
金
か
ら
天
引
き

▪
普
通
徴
収

７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
毎

月
計
８
回
、
口
座

振
替
ま
た
は
納
付

書
に
よ
り
お
支
払

▪
保
険
証
の
色
が
変
わ
り
ま
す

　
保
険
証
の
色
が
、
青
色
か
ら
オ

レ
ン
ジ
色
に
変
わ
り
ま
す
。
８
月

１
日
以
降
に
医
療
機
関
へ
受
診
す

る
際
は
、
必
ず
新
し
い
オ
レ
ン
ジ

色
の
保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐３
５
１
４

23‐０
１
８
０

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額

通
知　

   　

１
０
０
４
９
５
５

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
対
象
者
に
対
し
、
現
在
使
用

さ
れ
て
い
る
お
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
に

軽
減
で
き
る
自
己
負
担
額
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関

す
る
お
知
ら
せ
」
を
７
月・11
月・

翌
年
３
月
に
郵
送
し
ま
す
。　

　
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
か
か

り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課
☎
23‐２
１
４
９

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

１
０
０
０
８
３
５

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
に
な
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
本
人
お
よ
び

配
偶
者
、
世
帯
主
の
所

得
で
審
査
し
ま
す
。

▪
申
請
期
間

▪
免
除
・
猶
予
期
間

毎
年
７
月
～
翌
年
６
月

▪
学
生
納
付
特
例

毎
年
４
月
～
翌
年
３
月

※
申
請
書
の
受
付
日
か
ら
２
年
１

カ
月
前
ま
で
の
未
納
期
間
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

▪
必
要
書
類

▪
失
業
さ
れ
た
方

失
業
を
証
明
す
る
書
類
（
雇
用

保
険
受
給
資
格
証
明
ま
た
は
離

職
票
）

▪
学
生
の
方

学
生
証

▼
豊
橋
年
金
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33‐４
１
１
１

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０
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り
、
家
畜
の
餌
が
野
犬
に
盗
み
食

い
さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
畜

舎
の
周
り
に
進
入
防
止
策
（
フ
ェ

ン
ス
、
ネ
ッ
ト
な
ど
）
を
講
じ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
死
亡
し
た
家

畜
は
正
し
く
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐７
４
０
１

23‐１
８
３
２

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー
東
三
河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33‐３
７
７
７

日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

訓
練「
電
気
技
術
科
」

応
募
資
格
：
お
お
む
ね
45
歳
以
下

の
方
で
、
高
校
を
卒
業
し
て
い
る

方
ま
た
は
高
校
卒
業
と
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

方　
取
得
目
標：電
気
工
事
士（
第

１
種
・
第
２
種
）、
電
気
主
任
技

術
者
な
ど　
訓
練
期
間
：
10
月
～

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
野
犬

に
は
絶
対
に
餌
を
与
え
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▪
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

　
逃
亡
し
た
飼
い
犬
が
野
犬
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
係
留
器
具

（
首
輪
、
リ
ー
ド
な
ど
）
の
破
損

を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
交
換
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
放
し
飼
い
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▪
畜
産
農
家
の
方
へ

　
家
畜
が
野
犬
の
餌
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
家
畜
が
襲
わ
れ
た

野
犬
対
策
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

１
０
０
４
２
１
４

　

市
内
で
は
、
野
犬
に
関
す
る
目

撃
情
報
や
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
野
犬
や
野
犬
に
よ
る

被
害
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
次
の
こ

と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
生
ご
み
が
野
犬
の
餌
に
な
り
ま

す
。
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
は
、

必
ず
決
め
ら
れ
た
日
時
・
場
所
に

平
成
31
年
９
月　
授
業
料
：
年
間

39
万
円
（
別
途
教
科
書
、
作
業
服

な
ど
諸
経
費
必
要
）
定
員
：
12
名

受
験
料
：
１
万
８
０
０
０
円　
選

考
方
法
：
小
テ
ス
ト
（
数
学
Ⅰ
）、

小
論
文
、
面
接　
募
集
期
間
：
７

月
４
日
（
火
）
～
９
月
７
日
（
木
）

試
験
日
：【
Ａ
日
程
】
８
月
２
日

（
水
）【
Ｂ
日
程
】
９
月
15
日
（
金
）

申
込
：
浜
松
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校
へ
直
接
・
郵
送
に
て

▼
浜
松
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学

校
学
務
援
助
課

☎（
０
５
３
）４
４
１‐４
４
４
４

http://w
w

w
3.jeed.or.jp/

shizuoka/college

田
原
市
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
加
入
促
進
補
助
金

１
０
０
４
１
０
０

対
象
：
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
中
小
企
業
者
①
田
原
市
内
に

事
務
所
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
②

中
小
企
業
退
職
金
共
済
に
新
規
に

加
入
し
、
そ
の
後
12
カ
月
分
の
掛

金
を
納
付
済
み
で
あ
る
③
市
税
の

滞
納
が
な
い　
内
容
：
従
業
員
の

福
祉
の
増
進
と
雇
用
の
安
定
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
中
小
企

業
退
職
金
共
済
に
新
規
に
加
入
し

た
中
小
企
業
に
対
し
、
納
付
掛
金

の
一
部
を
助
成　
補
助
額
：
補
助

対
象
者
が
共
済
契
約
締
結
時
に
お

け
る
被
共
済
者
に
係
る
掛
金
月
額

の
１
０
０
分
の
20
に
12
を
乗
じ
た

額
（
た
だ
し
、
後
納
割
増
金
を
除

く
）

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

自
衛
官
制
度
説
明
会

対
象
：
平
成
29
年
度
に
18
歳
～
26

歳
に
な
る
方
（
保
護
者
同
伴
可
）

日
時
：
８
月
６
日
（
日
）
午
後
１

時
30
分
～
５
時
（
受
付
：
午
後
１

時
15
分
～
）
／
出
入
り
自
由　
場

所
：
田
原
文
化
会
館
１
０
１
会
議

室▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）80‐５
１
０
４

田原二七の市が移転します

田原文化会館第1駐車場にて開催

伝統の朝市「田原二七の市」が、開催場所を現在の「三河田原駅前
工場跡地」から「田原文化会館第１駐車場」へ移転します。
田原産の新鮮な野菜や花などが販売さ
れ、田原の風物詩になっている「田原二七
の市」に、ぜひ、お出かけください。

移転日　　８月2日（水）
移転場所　田原文化会館第１駐車場
開催日時　毎月２と７の付く日
　　　　　4月～11月：午前５時～８時ごろ
　　　　　12月～3月：午前6時～８時ごろ
　　　　　※ただし、商品がなくなり次第終了

▶商工観光課☎23-3522

イオン

田原文化会館

田原市
中央図書館

田原文化会館
第1駐車場
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青
少
年
の
非
行・被
害
防
止

に
取
り
組
む
夏
の
運
動

８
月
31
日
木
ま
で

非
行
の
芽　
は
や
め
に
つ
も
う　

み
な
我
が
子

　

夏
休
み
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

青
少
年
が
有
害
環
境
な
ど
に
接
す

る
機
会
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

地
域
、家
庭
、学
校
が
一
体
と
な
っ

て
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

▪
実
施
内
容

・
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
推
進

・
広
報
・
啓
発
活
動

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適
切
な
利

用
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
推
進

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」強
化
月
間
で
す

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
田
原
市
に
お
い
て
も
、
運
動
の

一
環
と
し
て
、
第
67
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動「
講
演
と
演
奏
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
７
月
14
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～　
場
所
：
赤
羽
根
文
化

会
館
文
化
ホ
ー
ル　
講
演
：
う
つ

病
経
験
談
に
つ
い
て　
講
師
：
稲

田
貴
久
氏　
演
奏
：
赤
羽
根
中
学

校　
定
員：３
５
０
名　
参
加
料：

無
料　
申
込
：
不
要

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23‐０
６
１
０

23‐３
９
７
０

寄
付

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し

ま
す
。

▼
４
月
19
日
、
匿
名
希
望
の
方
か

ら
田
原
中
学
校
の
管
理
運
営
事
業

の
た
め
、
金
１
０
０
万
円
。

▼
５
月
16
日
、
豊
橋
ベ
ン
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
会
長　
猪
股
ソ
ノ
子
様
か

ら
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
の
た
め

書
籍
21
冊
。

▼
５
月
25
日
、
株
式
会
社
河
合

組
代
表
取
締
役　

河
合
伸
久
様

か
ら
、
野
田
小
学

校
の
教
育
活
動
支

援
・
充
実
の
た
め

金
10
万
円
。

東三河広域連合介護保険準備室主催、介護保険シンポジウムを開催します

みんなでつくる安心して暮らせる東三河
～東三河広域連合介護保険者統合半年前記念シンポジウム～

　超高齢社会への備えを盤石とするため、介護保険者の統合により、これから東三河が進むべき道につ
いて、講師による基調講演のほか、東三河地域の医療・介護・行政関係者によるパネルディスカッショ
ンを開催します。これからの東三河を支える高齢者施策を一緒に考えてみませんか。

日　時　　８月 20 日（日）午後 1 時 30 分～ 4 時 45 分
場　所　　豊川市文化会館　大ホール（豊川市代田町 1 丁目 20-4）
内　容　　基調講演　「2025 年に向けた医療介護総合確保政策：地域包括ケアシステムと地域医療構想」
　　　　　講　　師　田中　滋　氏（慶應義塾大学　名誉教授）
　　　　　パネルディスカッション「介護保険者の統合による これからの東三河」
　　　　　コーディネーター　蒔田　寛子　氏（豊橋創造大学保健医療学部看護学科　教授）
　　　　　パネリスト　　　　福井　一裕　氏（福井脳神経外科　院長）
　　　　　　　　　　　　　　小椋　泰子　氏（豊橋市医師会訪問看護ステーション　管理者）
　　　　　　　　　　　　　　平田　節雄　氏（豊川市介護保険関係事業者連絡協議会 会長）
　　　　　　　　　　　　　　鈴木　肇子　氏（グループホーム設楽の家　館長）
　　　　　　　　　　　　　　加藤　充洋       （東三河広域連合介護保険準備室　室長）
定　員　　1300 名
参加料　　無料　
申込方法　8 月 10 日（木）までに、電話・FAX・E-mail にて
 　 （FAX・E-mail の場合は、代表者氏名・申込人数・お住まいの市町村を明記）

▶東三河広域連合介護保険準備室
　〒 440-8501	愛知県豊橋市今橋町１番地（豊橋市役所東館３階）	
　☎（0532）26-8459　 （0532）56-3810
　 kaigohoken@union.higashimikawa.lg.jp
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◦田原児童センターのイベント ▶田原児童センター　☎23‐4761

◦子育て支援センターのイベント ▶子育て支援課（市役所内）　☎23‐3513

　田原市地域子育て支援センターは、親子で安心して遊べる場所を提供し、子育ての喜びや悩みを分かち合えるよ
う子育てのお手伝いをしています。いつ行ってもいい、いつ帰ってもいい、気軽に利用できる場所です。親子で遊び
ながら、育児について話をしたり、仲間づくりをしたりしてみませんか？

ひまわりルーム・なのはなルーム＊詳細は各ルームへお尋ねください。
◆開放日：毎週月曜日～金曜日（祝日・お盆期間・年末年始を除く）※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：00～15：30※毎日11：15～手遊び、絵本の読み聞かせなど実施
◆対象：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要（直接お越しください）
◆出張子育てひろば：赤羽根福祉センター（毎週火曜日9：30～）・泉市民館（毎週金曜日9：30～）

イベント名 と　き 内　容 対　象

はらぺこMommys 7月5日（水）10：30～ 英語の絵本の読み聞かせや手遊びをし
ます。 幼児と保護者

アイデア工作 7月12日（水）～16日（日） 廃材を利用して工作をします。作品を
入れるバッグを持ってきてね。 小学生以上

おはなしポケット 7月14日（金）10：30～ 読み聞かせや手遊びで親子の楽しい時
間を過ごそう。 幼児と保護者

JIDOセンまつり
※たはら健康マイレージ対象

7月23日（日）10：00～12：
00、13：00～15：00
＊この時間以外は準備、片付
けのため入室できません。

工作、スライム…お楽しみがいっぱ
い！年に1度のおまつりです。お友達
を誘って遊びにきてね。

0歳～18歳

工作「プラバン」 7月25日（火）～30日（日） みんなが楽しみにしているプラバンで
す。今年はどんな作品ができるかな？ 幼児と保護者

子育て講座名 と　き ところ 講　師 内　容

トイレトレーニング 7月12日（水）
11：00～11：30

ひまわりルーム
（稲場保育園内）☎23‐0987 田原市保健師

パンツへの移行の目安など
一人一人の発達状況にあっ
た無理のない援助や、自立に
向けてのお話です。

その時、あわてないた
めに

7月12日（水）
10：15～11：15

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）☎38‐0760

田原市赤十字
奉仕団員

心肺蘇生法を中心に子ども
に多い事故の予防法と対処
法のお話と実技です。

　田原児童センターは、高校生までの子どもが遊ぶ施設です。ルールを守ってみんなで仲良く遊びましょう。保護者
の方は、お子さんと一緒に楽しく遊んでください。

●詳しくは、児童センターだより（図書館・緑が浜公園・子育て支援課に設置、またはHP）でご確認ください。            
　 1001099

◆開館時間：9：30～12：00、13：00～17：00
◆対象：０～１８歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◆休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日の火曜日）
　【7月のお休み】7月3日（月）、10日（月）、18日（火）、24日（月）、31日（月）
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◦図書館のイベント ▶中央図書館　☎23‐4946

◦その他

※各図書館では、おはなし会を開催しています。親子で楽しい時間を過ごしてみませんか。詳しくは図書館HP（http://www2.
city.tahara.aichi.jp/section/library/）をご覧ください。（すべてたはら健康マイレージ対象）

イベント名 と　き 対象／定員／内容 申　込 ところ／申込先

パパママ
普通救命講習会
※たはら健康マイレ
ージ対象
1004947

7月13日（木）

市内在住・在勤、在学
の方。
定員：20名
乳児・幼児に対する事故
防止、応急手当の講習で
す。※託児あり

7月12日（水）（託児は7月
5日（水）までに直接、電話・
FAXにて（FAXの場合は、講
座名・住所・氏名・電話番号
を明記）

▶消防署警防係
☎23-4075 23-2440

親子ウォーター
レスキュー教室
※たはら健康マイレ
ージ対象
1004960

7月16日（日）
13：00～15：00

市内在住の小学生と
その保護者
定員：10組（先着順）
水の事故から命を守る
方法を学ぶ

7月14日（金）までに直接、
電話・FAXにて（FAXの場合
は、講座名・住所・氏名・生年
月日・性別・電話番号・学校
名・学年を明記）

白谷海浜公園
▶消防署渥美分署
☎33-0119 32-2479

夏休み
生きもの調査
1004098

7月28日（金）
13：30～16：00

小学校3～6年生
定員：10名（先着順）
水生昆虫を捕まえ、水の
きれいさを考えます。

7月18日（火）までに、電話・
FAXにて（FAXの場合は、郵
便番号・住所・電話番号・参
加者全員の氏名と年齢を明
記）

伊川津町新堀川にて
（集合・解散は田原市役所
北玄関）
▶環境政策課
☎23-3541 23-1832

　聞こえと言葉に心配のあるお子さんの教育相談を行っています。聴覚に障害の
あるお子さんの教育は、早期開始が大切です。電話での相談も受け付けています
ので、お気軽にご相談ください。

【対象】聴覚障害乳幼児（就学前）【受付日時】月曜～金曜 9：00 ～ 17：00【相談内
容】聴力の測定（聞こえの状態の確認）・言葉の育て方・人口内耳、補聴器・子育て
▶愛知県立豊橋聾学校（豊橋市草間町字平東 100 番地）
　☎ 0532-45-2049 0532-47-7545

聞こえと言葉に心配のある乳幼児の教育相談 	水遊び広場で遊ぼうよ！

7月15日土～8月30日水
サンテパルクたはらでは、夏季限
定の水遊び広場を開設します。水
深 10 ～ 40㎝程度で、小さなお子
さんでも楽しめます。

▼サンテパルクたはら☎25‐1234

イベント名 と　き ところ 対　象

おはなしの部屋 8月5日（土）
15：00～

中央図書館☎23-4946
おはなしのへや 幼児～小学生

はらぺこMommys
おはなし会

7月19日（水）
10：30～、11：00～

中央図書館
おはなしのへや 乳幼児

夏の夜のちょっとこわい
おはなし会

7月27日（木）
19：00～

中央図書館
おはなしのへや どなたでも

手話のおはなし会 7月29日（土）
10：30～

中央図書館
おはなしのへや

どなたでも
※手話通訳あり

おはなし会 7月16日（日）・8月5日（土） 赤羽根図書館☎45-3426
こどもしつ 乳児～小学生

夏休みセルフ工作
「ぬってみよう！」

7月22日（土）～8月31日（木）
10：30～

赤羽根図書館
こどもしつ前の机 どなたでも

おはなし会
7月22日（土）10：30～
8月5日（土）14：00～
8月12日（土）14：00～

渥美図書館☎33-1114
おはなしコーナー 乳児～小学生
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

い
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
進

む
と
、
背
中

や
腰
の
激
し

い
痛
み
が
で

た
り
、ち
ょ
っ

と
転
ん
だ
だ

け
で
手
首
や

足
の
付
け
根

を
骨
折
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

▪
骨
粗
し
ょ
う
症
対
策
は
早
期
予
防
、
早

期
発
見
！

【
骨
を
守
る
三
原
則
】
栄
養
・
運
動
・
日

光
浴

①
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
食
品
を
バ
ラ
ン
ス

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
定
期
的
に
受

け
ま
し
ょ
う

▪
骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
ど
ん
な
病
気
？

　
骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
長
年
の
生
活
習

慣
な
ど
に
よ
り
骨
の
量
が
減
っ
て
ス
カ
ス

カ
に
な
り
、
骨
折
し
や
す
く
な
る
病
気
で

す
。
ひ
ど
く
な
る
と
骨
折
を
起
こ
し
、
寝

た
き
り
の
原
因
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
は
閉
経
期
以
後
の
女

性
や
、
高
齢
の
男
性
に
多
く
み
ら
れ
ま
す

が
、
若
い
方
で
も
栄
養
の
偏
り
や
運
動
不

足
な
ど
で
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▪
骨
粗
し
ょ
う
症
の
症
状
は
？

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
静
か
に
進
行
し
ま

す
。
女
性
の
場
合
、
自
覚
症
状
が
で
る
の

は
更
年
期
を
過
ぎ
て
か
ら
で
、「
最
近
、

背
中
が
曲
が
っ
て
き
た
」「
背
が
縮
ん
で

き
た
」
と
い
う
症
状
が
現
れ
た
ら
、
骨
粗

し
ょ
う
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
背
中
や
腰
の
骨（
脊
椎
）の
一
部
が
ス

カ
ス
カ
に
な
り
、
潰
れ
て
し
ま
う
状
態
を

よ
く
、
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
適
度
な
運
動
に

は
、
骨
の
量
の
減
少
を
予
防
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

③
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を

助
け
ま
す
。
食
事
か
ら
の
摂
取
だ
け
で

な
く
、
紫
外
線
に
よ
っ
て
皮
膚
か
ら
も

合
成
さ
れ
ま
す
。
夏
な
ら
木
蔭
で
30
分

過
ご
す
だ
け
で
十
分
で
す
。

▪
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

今
年
度
か

ら
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
は
、

検
診
車
（
踵

骨
の
超
音
波

検
査
）
ま
た

は
、
渥
美
病

院
で
も
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
渥
美
病

院
で
の
検
診
は
腰
椎
の
骨
塩
定
量
検
査

（
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
）
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

こ
の
検
査
は
骨
折
し
や
す
い
部
位
を
高
い

精
度
で
測
定
す
る
た
め
、
骨
折
の
リ
ス
ク

の
評
価
に
優
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
の
方

に
は
５
月
中
旬
に
ご
案
内
を
発
送
し
て
い

ま
す
。

　
30
歳
代
か
ら
だ
ん
だ
ん
骨
量
が
低
下
し

て
き
ま
す
の
で
、
40
歳
か
ら
の
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
を
定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

立ち上がるときなどに、
背中や腰が痛む

背中や腰が
曲がってくる

●カルシウムを多く含む食品

●ビタミンＤを多く含む食品

●腰椎の骨塩定量検査

●❶ ●❷ ●❸ ●❹ ●❺

腹圧に負けないお腹をつくれば下腹スッキリ！さら
に、腹筋がコルセットの役目を果たし”腰痛予防”に
もなります。意識した呼吸とエクササイズで効果倍
増！腹筋を鍛えスッキリしたお腹を目指しましょう。
スポーツ課☎23-3531

❶坐骨を床につけ、上体と両腕をまっすぐ伸ばして座る。
❷→❺息を吸い、吐きながら背中を丸めた後、仰向けになる。
❺→❶両腕をまっすぐに伸ばし、背骨を上から1本ずつ離していくような
感じで背中を丸めながら身体を起こす。
※常にお腹をへこませておきましょう。勢いをつけずにゆっくり動き、勢いがないと起
き上がれない方は、手をつきながら起き上がりましょう。※①～⑤を繰り返す。
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

②
長
期
に
田
原
市
外
の
病
院
な
ど
で
入
院

治
療
を
し
て
い
る
方

③
施
設
入
所
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
田
原

市
外
に
長
期
滞
在
し
て
い
る
方

※
今
年
度
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
に
限
り
ま
す
。

申
請
方
法
が
従
来
と
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
健
康
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▪
栄
養
生
活
講
座
で
健
康
に
！

　
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
、
健
康
的
な
食

事
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
に
お
勧
め
で

す
。

【
対
象
】
市

内
在
住
で
全

５
回
参
加
で

き
る
方
（
以

前
参
加
さ
れ

た
方
は
除

く
）【
日
時
】

①
10
月
６
日
（
金
）
②
10
月
20
日
（
金
）、

11
月
10
日
（
金
）、
11
月
24
日
（
金
）、
12

月
15
日
（
金
）
／
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

午
後
１
時
30
分
【
場
所
】
あ
つ
み
ラ
イ
フ

ラ
ン
ド
【
内
容
】
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

や
栄
養
の
基
礎
に
つ
い
て
の
講
義
と
調
理

実
習
【
定
員
】
20
名
／
託
児
５
名
（
い
ず

れ
も
先
着
順
）【
受
講
料
】
各
回
３
０
０

円
【
申
込
】
９
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

は
、
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
託

児
希
望
が
あ
る
方
は
、
託
児
さ
れ
る
お
子

さ
ん
の
氏
名
・
生
年
月
日
を
明
記
）

※
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▪
渥
美
病
院「
院
内
探
検
ツ
ア
ー
」

【
対
象
】
市
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

と
そ
の
保
護
者
【
日
時
】
８
月
５
日（
土
）

午
後
１
時
～
３
時
30
分（
予
定
）【
場
所
】

渥
美
病

院【
内
容
】

簡
単
な
病

院
の
紹

介
、
病
院

施
設（
手

術
室
、
調

剤
・
検
査

室
、
地
下

免
振
ピ
ッ

ト
な
ど
）
や
高
度
医
療
機
器
の
見
学
・
体

験
【
定
員
】
15
組（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）【
入
場
料
】
無
料
【
申
込
】
７

月
21
日（
金
）
ま
で
に
、
住
所・
氏
名・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て【
そ
の
他
】

た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
渥
美
病
院
企
画
室

（
〒
４
４
１‐３
４
１
５
神
戸
町
赤
石
１‐１
）

☎
22‐２
１
３
１

22‐０
２
８
４

postm
aster@

hp.atsum
i.jaaikosei.

or.jp

　
　【

お
知
ら
せ
】

▪
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防

接
種
で
感
染
予
防
を

　

高
齢
者
が
肺

炎
に
な
る
原
因

の
中
で
最
も
多

い
肺
炎
球
菌
の

感
染
を
予
防
し
、

重
症
化
を
防
ぎ

ま
す
。

※
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知

【
対
象
】
①
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
（
平
成

30
年
3
月
31
日
時
点
の
満
年
齢
）
②
60
歳

以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
な
ど
の
機
能
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

／
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外
【
実
施

期
間
】
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
【
場

所
】市
内
指
定
医
療
機
関【
自
己
負
担
額
】

２
０
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
の
方
お
よ

び
平
成
29
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
自
己
負
担
免
除
）

●
愛
知
県
内
の
接
種
協
力
医
療
機
関
で
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
】
田
原
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方

①
田
原
市
外
に
か
か
り
つ
け
医
が
い
る
方

●休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

	7月30日（日） おかだクリニック ☎37‐0001
おおかわ歯科 ☎22‐4182

	8月	6日（日）
富永医院 ☎23‐1316
かわさき整形外科クリニック ☎22‐7700
藤井歯科医院 ☎45‐2123

	8月11日（金・祝） 川瀬医院 ☎35‐1511
すずき歯科 ☎23‐0033

	8月13日（日） 永井医院 ☎22‐0227
なかた歯科 ☎23‐1162

	8月20日（日） ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
さんくろう歯科クリニック ☎33‐1184

月　日 当直医 電話番号

	7月		9日（日）

朽名医院 ☎33‐0162
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
かんべ整形リハビリクリニック ☎24‐2252
青木歯科クリニック ☎33‐1139

	7月16日（日） 國見医院 ☎22‐0756
花井歯科医院 ☎23‐1661

	7月17日（月・祝） 藤岡医院 ☎32‐1515
仲谷歯科 ☎23‐2327

	7月23日（日） 第２国見医院 ☎23‐2302
惣卜歯科医院 ☎45‐2066
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◦
認
知
症
の
診
断
を
受
け
て
い
な
い
方

◦
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
方

◦
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
方

◦
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
中
断
し
て
い
る
方

◦
認
知
症
の
行
動
、
心
理
症
状
が
著
し
い
た
め

対
応
に
悩
ん
で
い
る
方

【
支
援
方
法
】

　

電
話
や
家
族
と
の
面
談
、
訪
問
に
よ
る
支
援

な
ど
必
要
に
応
じ
て
ご
本
人
や
ご
家
族
の
了
解

を
得
て
、
必
要
な
医
療
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
・
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
・
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、「
専

【
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
を
目
指
し
て
】

　
認
知
症
は
予
備
群
を
含
め
る
と
高
齢
者
の
約

４
人
に
１
人
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
認
知
症
は
症
状
が
軽
い

う
ち
に
気
づ
き
、
適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
、

治
療
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
市
で
は
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に
早
期
に
関
わ
る
「
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

【
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
】

　

こ
の
組
織
は
保
健

師
、
看
護
師
、
介
護

福
祉
士
と
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
医
な
ど
、
多

職
種
の
医
療
と
福
祉

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
支
援
対
象
】

　

市
在
住
の
40
歳
以

上
で
、
認
知
症
状
が

疑
わ
れ
る
方
や
認
知

症
の
方
で
次
の
要
件

の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

門
医
へ
の
受
診
」
や
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
介
護
者
の
集
い
」

　　
認
知
症
や
家
族
介
護
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

同
じ
悩
み
を
抱
え
る
方
同
士
で
交
流
す
る
機
会

と
し
て
「
介
護
者
の
集
い
」
を
、
田
原
福
寿
園

と
渥
美
福
寿
園
に
て
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
日
ご
ろ
の
心
配
ご
と
を
少
し
で
も
軽
く
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い

方
、
家
族
の
介
護
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
福
祉
課
長
寿
介
護
係

☎
23
‐
３
２
１
７

認知症は早期診断、早期対応が大切です。
「認知症かな」と思ったら、お気軽にご相談
ください。

物忘れかな？認知症かな？と思ったら

　このチェックリストは、認知症のごく初期、認知症の始ま
り、あるいは認知症に進展する可能性のある状態を、自分
や家族などが簡単に予測できるように考案されたもので
す。チェックしてみましょう。

同じ話を無意識に繰り返す

知っている人の名前が思い出せない

物のしまい場所を忘れる

漢字を忘れる

今しようとしていることを忘れる

器具の説明書を読むのを面倒がる

理由もないのに気がふさぐ

身だしなみに無関心である

外出をおっくうがる

物（財布など）がみあたらないことを
他人のせいにする

０点
０点
０点
０点
０点
０点
０点
０点
０点

０点

1点
1点
1点
1点
1点
1点
1点
1点
1点

1点

2点
2点
2点
2点
2点
2点
2点
2点
2点

2点

ほとんどない ときどきある 頻繁にある質問事項

該当する項目の数字を合計してください。 点

0～8点

9～13点

14～20点

正　常

要注意

要診断

物忘れも老化現象の範囲内。疲労やストレスに
よる場合もあります。
８点に近かったら、気分の違うときに再チェック
してみましょう。

家族に再チェックしてもらったり、日を置いて再
チェックをしてみましょう。
認知症予防策を生活に取り入れてみたらいか
がでしょうか。

認知症の初期症状が出ている可能性がありま
す。家族にも再チェックしてもらい、結果が同じ
なら、主治医や高齢者支援センターに相談して
みましょう。
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～7/6木
田原を美しくする推進デー
阿南町との小学校交流

7/7金～/20木

田原市地域コミュニティ連合会
交流スポーツ大会
親子農作業体験会
ベビーコーン狩り

7/21金～8/3木 夏のお楽しみ情報

※この番組表は有料広告として掲載しています。

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20	②12：20	③15：20	④18：20	⑤22：20	⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。
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ヒマワリ
（花／出荷時期：6月～9月）

夏を代表する花です。種は
食用やヒマワリ油の原料に
もなります。本市では約40
万本が出荷されています。

花ことば

あなただけを見つめる

ポトス
（鉢花／出荷時期：1年中）

つる状の茎とハート型の葉を
持つ、初心者向けの育てやす
い鉢花です。本市では約18
万鉢が出荷されています。

花ことば

永遠の富

農政課  ☎23-3517

花 鉢

16

今月の 7月の

リ
ー
ホ
ー
ル
（
東
京
都
港
区
赤
坂
）
で
行
わ
れ
た
コ

ン
サ
ー
ト
会
場
を
田
原
市
産
の
赤
い
マ
ム
（
菊
）
で

装
飾
し
ま
し
た
。
鮮
や
か
な
色
が
会
場
を
引
き
立
た

せ
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館
で
行
わ
れ
た
本
市

の
マ
ム
を
使
っ
た
フ
ラ

ワ
ー
レ
ッ
ス
ン
で
は
、

デ
ン
マ
ー
ク
大
使
や
大

使
夫
人
を
は
じ
め
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
田
原
市

の
花
の
魅
力
と
と
も

に
、
田
原
市
そ
の
も
の

の
魅
力
も
お
伝
え
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▪
都
内
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョッ
プ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
銀
座
や
中
目
黒
、
原
宿
な
ど
に
店
舗
を
構
え
る
フ

ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
期
間
限
定

で
、
渥
美
半
島
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
装
飾
を
施
し
た
店

内
で
田
原
市
産
の
花
の

販
売
を
行
い
、
本
市
の

花
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。
本
市
で
育
っ
た

良
質
な
花
々
は
、
フ
ラ

ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
店
員

の
皆
さ
ん
か
ら
も
高
く

評
価
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

田
原
市
産
の
花
の
魅
力
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
！

▪
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
で
の
国
産
の
花
の
活
用
を
提
案
！！

　

５
月
12
日
（
金
）、
山
下
市
長
か
ら
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
担
当
の
丸
川
大
臣
に
対
し
て
、
国
産
の
花
の
活

用
に
つ
い
て
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
会
談
で
は
「
東

京
２
０
２
０
大
会
で
は
た
く
さ
ん
の
花
が
使
わ
れ
る

で
し
ょ
う
。
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
生
産

者
や
関
係
団
体
が
協
力
し
て
要
望
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
本
一
の
花
の
生
産
地
で
あ
る
本
市
で
は
、
年
間

を
通
じ
て
多
彩
な
花
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
夏
に
開

催
さ
れ
る
東
京
２
０
２
０
大
会
で
は
、
高
品
質
で

花
持
ち
の
良
い
田
原
市
産
の
花
が
、
会
場
だ
け
で

な
く
東
京
の
街
を
明
る

く
彩
っ
て
く
れ
る
は
ず

で
す
。
本
市
で
は
３
年

後
の
大
会
開
催
に
向
け

て
、
今
後
も
関
係
者
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▪
国
際
的
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
赤
井
勝
さ
ん
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

国
際
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
赤
井
勝
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
サ
ン
ト
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［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状をみなさんにお知らせしていきます。

●市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量 1,300ｔ/月

H27年度 3月
H28年度 3月

H28年度 4月
H29年度 4月

H28年度 5月
H29年度 5月

1,499.51

1,420.46

1,558.27

1,527.08

1,381.32

1,509.30

［田原市調べ］

夏だ！海だ！自然とふれあおう！

●三河湾の水質調査結果

CＯＤ（㎎/ℓ）

H27 5月 8月 11月 5月 8月 11月 H29 2月

環境基準◎
馬草湾沖・渥美火力放水口
2㎎/ℓ以下

環境基準◎
三河港大橋・片浜沖
8㎎/ℓ以下

三河港大橋
片浜沖
馬草湾沖
渥美火力放水口

H28 2月

　2020 年に東京で開催されるオリンピック・パ
ラリンピック競技大会の入賞メダルに、不用と
なった小型家電などに含まれるリサイクル材が活
用されることになりました。東京 2020 組織委員
会が主催するこの取り組みに、本市も参加してい
ます。世界初のこの取り組みに皆さんもぜひご協
力ください！

【小型家電をメダルに変える方法】
　市内にある小型家電回収ボックスに対象となる
小型家電を入れるだけです。

【ボックス設置場所】
　市役所南庁舎１階・赤羽根市民センター・渥美
支所・各資源化・環境センター

【ボックスに入れられるもの】
　携帯電話、ノートパソコン、デジタルカメラ、
ゲーム機など個人情報が入っているもの。（これ
まで回収していた小型家電と同じです）

※その他の小型家電については、もやせないごみ
の日にごみステーションに出すか、各資源化・環
境センターへ直接お持ちください。

▼廃棄物対策課☎ 23-3538

「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」に参加しています

▲回収ボックスにある目印

プロジェクトの詳しい内容については、HP
（www.toshi-kouzan.jp）をご確認ください。
詳しくは、 検索2020  メダルプロジェクト
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日

7月▶3日月、10日月、１4日金、18日火、
　　  24日月、31日月
8月▶7日月、14日月、21日月、28日月

◎Ｈ29豊橋・田原市図書館連携事業
展示「図書館員と書店員が選ぶガチマンガ100」

　大人も子どもも楽しめるマンガを読み比べて投票す
るイベントです。田原の後には豊橋の図書館へ巡回し
ます。ぜひ、会場にお越しください。

▼ 会場・期間＝【中央図書館・赤羽根図書館】8月5日
（土）～10月1日（日）【渥美図書館】10月4日（水）～10
月22日（日）
※赤羽根図書館では、“番外編”として、この数年間に
購入したマンガを展示します。

▼その他＝8月5日（土）には、数人のバトラーがお気に
入りのマンガを紹介し合ってチャンプを決める「ガチ
マンガバトル」を田原文化会館で開催します。

▼中央図書館☎23-4946　

◎渥美図書館講座
図書館の達人になろう！小中高生司書体験

▼日時＝8月2日（水）～4日（金）午後1時30分～4時

▼対象＝市内小学4～6年生、市内中学生、高校生

▼定員＝1日2名（先着順）

▼申込＝7月15日（土）午前10時から渥美図書館カウ
ンターまたは電話にて（初日の電話受付は10時15分
～）本人または家族の方がお申し込みください。

▼渥美図書館☎33-1114

※詳しくは、図書館ＨＰまたは館内掲示ポスター、チ
ラシでご確認ください。　

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．紫外線対策について知りたい。
◎調べるキーワード
「紫外線」「天気」「皮膚」
A ．キ ーワードを
使って皮膚科学の
棚を調べると、子ど
もを紫外線から守る
方法のほか紫外線
について幅広く説明
した『紫外線Ｑ＆Ａ』
が見つかりました。
美容の棚からは、環境によって変わる紫外線量
がわかる『素肌美人をつくるトータルスキンケア
BOOK』や、紫外線を防ぐ化粧の仕方を紹介した
本などが見つかりました。
◎調べた本

『紫外線Ｑ＆Ａ』 市橋正光/著　シーエムシー出版
494.8/ｲ　『素肌美人をつくるトータルスキンケ
アBOOK』 千堂純子/著　幻冬舎メディアコンサ
ルティング　595/ｾ　『内側から変わる！毎日の
スキンケア10の法則』 吉木伸子/著　廣済堂出
版　595.5/ﾖ

●中央図書館
　一　般▶7月15日土～8月4日金 「マンガでいいんです!!」
　子ども▶7月15日土～8月31日木 「夏休みだし！この本読
　　　　　　　　　　　　　　　　　んでみりん」
●赤羽根図書館
　一　般▶7月15日土～8月10日木 「夏が来た！」
　子ども▶7月15日土～8月31日木 「夏休みにおすすめの本」                           

●渥美図書館
　一　般▶7月15日土～8月10日木  「学芸員のお仕事！」
　子ども▶7月15日土～8月10日木 「しらべる？調べる？」

『フラワーアレンジアイデアＢＯＯＫ』
ＤＡＩＩＣＨＩ-ＥＮＧＥＩ/著　Ｇａｋｋｅｎ　
627.9/ﾀ

身近にあるものを花器にして、手軽に
フラワーアレンジしてみませんか？楽し
いアイデアをいろいろ紹介。

『誕生日別性格事典』
ムッシュセラ/著　ＰＨＰ研究所
141.93/ﾑ

自分の誕生日。気になるあの人の誕生
日。どんな性格？人間関係は？恋愛運
は？ちょっと気になる方、ページをめくっ
て見ませんか。
意外！へぇ～！ちょっとした驚きも…
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田原・赤羽根史現代編編集委員会

其の

終
　　　文化財課 　２2-1720

（博物館）　 ２２-2028

「
田
原
・
赤
羽
根
史
現
代
編
」
発
刊

　

田
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、「
田
原
・

赤
羽
根
史
現
代
編
」
の
編
集
作
業
が
完
了

し
、７
月
に
発
刊
し
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

合
併
前
の
田
原
町
と
赤
羽
根
町
に
的
を
絞

り
、
昭
和
30
年
頃
か
ら
平
成
17
年
の
渥
美

町
と
の
合
併
ま
で
の
約
50
年
間
の
軌
跡
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
渥
美
郡
３
町
の
時
代
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
町
が
独
自
に
町
史
を
発
刊
し
ま
し
た
。

渥
美
町
で
は
、
合
併
直
前
の
平
成
17
年
９

月
に
『
渥
美
町
史
現
代
編
』
を
発
刊
し
、

昭
和
30
年
の
渥
美
町
の
誕
生
か
ら
平
成
の

合
併
ま
で
の
軌
跡
を
と
り
ま
と
め
て
い
ま

す
。
一
方
、『
田
原
町
史
』（
上・中・下
巻
）

と
『
赤
羽
根
町
史
』
は
、
昭
和
40
年
頃
ま

で
の
内
容
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
町
史
を
田
原
市
誕
生
前
ま
で
に
そ

ろ
え
る
た
め
、
今
回
「
田
原
・
赤
羽
根
史

現
代
編
」
を
発
刊
し
ま
す
。

 

昭
和
30
年
代
か
ら
田
原
市
誕
生
ま
で

　
当
時
の
資
料
を
見
て
い
く
と
、
昭
和
30

年
代
か
ら
40
年
代
に
か
け
て
は
頻
繁
に
自

然
災
害
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
昭
和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風
は
特
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
消
防
団
員
や

地
域
住
民
が
協
力
し
て
救
助
活
動
や
復
旧

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
痛
手
か
ら
立

ち
直
り
つ
つ
あ
っ
た
昭
和
37
年
に
は
七
夕

豪
雨
、
昭
和
41
年
に
は
集
中
豪
雨
と
何
度

も
自
然
災
害
が
発
生
し
、
復
興
に
立
ち
向

か
い
ま
し
た
。

　
昭
和
40
年
代
は
、
農
業
構
造
改
善
事
業

や
昭
和
43
年
の
豊
川
用
水
全
面
通
水
に
よ

り
農
業
が
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
る

中
、
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
た
三
河
港
の

整
備
や
臨
海
工
業
用
地
の
造
成
が
進
め
ら

れ
、
田
原
町
や
赤
羽
根
町
が
一
段
と
飛
躍

し
た
時
期
で
し
た
。
ま
た
、
成
章
高
校
が

初
め
て
甲
子
園
に
出
場
し
、
渥
美
半
島
全

体
が
盛
り
上
が
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
し

た
。

　
昭
和
50
年
代
に
な
る
と
赤
羽
根
町
で
は

町
役
場
新
庁
舎
や
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
田
原
町
で
は
総
合
体

育
館
の
建
設
や
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実

施
、
三
河
港
大
橋
の
開
通
な
ど
多
く
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
行
わ
れ
た
時
期
で
し
た
。

　
平
成
の
時
代
に
入
る
と
、
国
際
交
流
が

活
発
に
行
わ
れ
、
平
成
２
年
に
は
田
原
町

と
ア
メ
リ
カ
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市
が
姉
妹

都
市
、
平
成
５
年
に
は
赤
羽
根
町
と
中
国

昆
山
市
が
友
好
都
市
提
携
を
結
び
、
町
民

海
外
研
修
や
中
学
生
海
外
派
遣
、
研
修
生

の
受
け
入
れ
な
ど
が
積
極
的
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
約
50
年
間
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
背
景
の
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。

「
田
原
・
赤
羽
根
史
現
代
編
」
で
は
、
こ
れ

ら
を
分
野
別
に
調
査
し
、
編
集
委
員
会
委

員
が
分
か
り
や
す
く
執
筆
し
て
い
ま
す
。

『
渥
美
町
史
現
代
編
』
と
併
せ
て
渥
美
郡
３

町
の
時
代
を
振
り
返
り
、
私
た
ち
の
郷
土・

田
原
市
へ
の
理
解
と
愛
着
を
深
め
る
一
助

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
編
集
委
員
会
事
務
局
）

【
田
原
・
赤
羽
根
史
現
代
編
】

・
販
売
価
格　
１
冊
４
０
０
０
円

・
販
売
場
所　
田
原
市
博
物
館

　
　
　
　
　
　
中
央
図
書
館

・
販
売
開
始　
７
月
中
旬
予
定

●勢ぞろいした渥美郡３町史

●合併を記念したくす玉
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評みんなで元気に踊ったから、ピカピカの
金メダルがもらえましたね。

織姫と彦星が仲良く笑っていて、七夕で
は二人が会えそうですね。

帽子を描くのが難しかった
よ。

ちぎった和紙を貼るのが大
変だったよ。

わ　し　　　 は　　　　　　　 たい ぼう　し　　　 か　　　　　　　 むずか

おり ひめ　  　ひこ ぼし　　 なか  よ　　  わら　　　　　　　　　　たなばた げん き　　　おど

きん
評

清田保育園

杉浦来実ちゃん（5歳）

清田保育園

山田蓮くん（5歳）
 れん

河邉智
先生

本田智保先生

宇宙人の手足やダイヤ
モンド星の形を工夫しな
がら、ダイナミックに描
くことができました。

評仲良しの宇宙人が、きれ
いな星で、楽しく遊んで
いる様子が上手に描け
ました。

評 六連小学校2年

鈴木利愛菜さん

六連小学校２年

杉本英亮くん
り　　 あ　　 なえい　 すけ

水彩画

水彩画

へん

  ふ たり　　　 あ

 くる　　み

▼
梅
雨
の
合
間
、皆
さ
ん
は
何
を
し

ま
す
か
？
体
を
動
か
す
の
は
苦
手
だ

な
と
い
う
方
は
、家
の
中
で
し
て
い

る
こ
と
を
外
で
す
る
だ
け
で
も
気
分

転
換
に
な
り
ま
す
。お
気
に
入
り
を

片
手
に
で
か
け
ま
し
ょ
う
。（
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】図
書
館
こ
ど
も
し
つ
デ
ッ
キ
で
読
書

本誌は再生紙を使用しています。

●人口と世帯数（平成29年6月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 42人 死亡 49人

転入 84人 転出 150人

増減 -73人

総人口 63,219人

男性 31,934人

女性 31,285人

世帯数 22,133世帯

※増減は5月中です

今月　納税・使用料の

納期限 7月31日 月

固定資産税・都市計画税
（第２期分）

後期高齢者医療保険料
（第１期分）

水がたくさん必要な季節です。節水に心掛けましょう。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

62.6%
（32,447千㎥）

平成29年6月26日現在 ［水資源機構調べ］
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